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児童・地域・保護者が一緒に活動することで、つながりを深めています！ 

 
　祖父江小学校では学校運営協議会での話し合いを核として、「地域とともにある学校」づくりを進め
ています。 
　 地域と学校が協働して子どもたちを育てるということを熟議し、様々な活動に取り組んでいます。１０
月１８日に実施した運動会前日の準備では、今年度も体育振興会やまちづくり推進協議会、親児の会、
保護者ボランティアの皆さんなど、多くの方の協力を得て、改めて地域のつながりの大切さを実感する
機会となりました。誠にありがとうございました。午後の地区運動会は、残念ながら雨が降ってきたため
中止になりましたが、後日、体育振興会から子どもたちにお菓子が送られ大喜びでした。 
　 今後も、子どもたちが、地域の人とのかかわりや地域に学ぶ活動を通して、感謝の気持ちや愛着心を
育み、将来、地域を創る人材になってほしいと考えています。

地域の中で、自分たちにできることを考え清掃活動に取り組みました！ １０月２２日(火) 地域清掃活動 

 
　今年度も防犯あいさつ運動に合わせて、下校時に各通学団の集合場所や通学路の清掃活動を
行いました。事前に通学団長などが中心となって考えた場所のゴミ拾いや草取りをしました。 
　 これからも地域や保護者の皆様と子どもたちが一緒に活動する取り
組みを通して、自分たちにできること考え、自分たちの手で実行する子
どもたちを育てていきてていきたいとえています。 

松山通学団 
 　保護者３名・まちづくりの方３名と一緒に通学路や集合場所のゴミ拾い 
 をしました。あまりゴミは落ちていなくて、ゴミ袋いっぱいにはなりませ 
 んでしたが、保護者やまちづくりの方が積極的に声をかけてくださり、児 
 童・保護者地域の方が一体となって活動できました。

　   全校が一体となり、心を一つにしてがんばりました！
　 　１０月１９日（土） 運動会 

　 本校の目指す児童像である「自ら考え進んで行う祖小っ子」

「認め合い 高め合う 祖小っ子」を踏まえて、児童が主体的に

活動し、企画・運営する運動会を目指しました。 

　 運営委員が中心となり、全校児童の思いをこめた今年の運

動会のスローガンは、「目指せ!!最高の笑顔を～全力・協力・

楽しく～」でした。そのスローガンのもと、休み時間に集まっ

て、運動会の企画や準備に取り組みました。応援団は、応援の

内容や振付について話し合い、休み時間に応援団以外の児童

にも声をかけて練習するなど、自分たちの手で運動会を盛り

上げようとがんばりました。各学年でも、学年種目の内容や役

割分担を話し合い、みんなが楽しめるように工夫しました。   
  運動会当日は、全力で種目に挑もうとする姿や力一杯応援
しようとする姿が見られ、全校が一体となった素晴らしい運動
会となりました。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

令和６年１０月

稲沢市立祖父江小学校

自分たちから声をかけ合って応援することが

できたから白組を盛り上げられた。団長をやっ

たことで、中学校でも責任ある仕事ができる自

信がついた。（白組応援団長・尾﨑千眞さん）

赤白で勝ち負けはあったけど、どちらも全力

で頑張れたことがとてもよかった。最高学年と

して、悔いのない運動会になった。

（白組応援副団長・水谷千晴さん）

小学校最後の運動会、負けはしたけど、みん

なで楽しくできた。本番も大事だけど、練習も

全力でやったからこそ、力が出し切れた。

（赤組応援団長・長村竜聖さん）

赤組は負けたけど、応援団として、みんなの

前に立つ勇気を出せた。この経験を学校生活で

も生かしていきたい。

（赤組応援副団長・平野心菜さん）

皆でゴミ拾いしました！

みんなのために活躍した運営委員

力強い選手宣誓



  　 自分たちで考え、行動した野外教育活動！　  ８月７日（水）･８日（木） 野外教育活動 
  ５年生になってから、ずっと楽しみにしていた野外教育活動。この野外教 
育活動を通して、普段の学校生活だけでは得がたい体験がたくさんできま 
した。野外教育活動の最後に、自分たちで立てためあてが達成できたかを 
振り返る時間を設けました。達成できたことは、これからも継続して自分自 
身の成長につなげてほしいと思います。残った課題は、今後の学校生活の 
中で意識しながら、クラス全体で成長してほしいと思います。 

   
   

                                               
   
   
   
   

  　 　 イライラと上手に付き合って、気持ちよく過ごそう！
 
　各学級でスクールカウンセラーの宮島暢子先生によるアンガーマネジメ
ントの授業を行いました。誰にでも嫌な気持ちをためるコップがあり、その
大きさは人によって違い、嫌な気持ちになることも違うと、初めに学びまし
た。その後、イライラしたときの対処法を教えてもらいました。怒ることはだ
めではありません。ちょっとしたことでイライラせず、怒りと上手に付き合う
ことで、毎日気持ちよく過ごせるといいです。

 地域の方から学ぶ体験活動！～地域を知り、地域を愛する機会となっています 
 

地域学校協働活動推進員より 

　　【１年 あきみつけ】　 　   【２年 読み聞かせ】　   　  【２年　 まちたんけん】 　   【３年 銀杏生産見学】 

 　【４年 ホタルを通した環境学習】   　  【４年 浄水場見学】      　 【５年 稲作体験】         【６年 租税教室】 
  　１・２年生はプラスワンの時間や生活科の学習で、３年生以上は総合的な学習や社会科の学習で、 
  地域の方にお世話になっています。上記の写真の活動だけでなく、教科書だけでは学ぶことのでき 
  ない多くの体験活動を地域の方々のご厚意でさせていただいています。子どもたちが、多くの方々 
  のご支援に感謝の気持ちをもつとともに、地域のよさを実感させながら学習に臨めるよう教育活動 
  を進めていきます。

地域学校協働活動推進員より 
□　持久走記録会を行います！ １２月３日（火）９：００～ 
　学校南側の道路を使用し、低学年は約800ｍ、中学年は約1100ｍ、高学年は約1600ｍを走りま
す。子どもたちにとって、自分の目標をもち、その実現に向けて努力するよい機会としたいです。 
　 交通整理や子どもたちの安全確保などのボランティア（祖小っ子応援団）も募集しています。　 　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 お問合せ先　 祖父江小学校（TEL0587－97－0127）

　おめでとうございます!!      　 祖父江小学校区まちづくり推進協議会が、令和６年度学校安全　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  ボランティア活動奨励賞（文部科学大臣表彰）を受賞されました。 
 日頃から、子どもたちの登下校を見守っていただいたり、挨拶していただいたりといった地道な活動が
認められた成果だと思います。おめでとうございます。

　スクールカウンセラー 

宮島暢子先生

キャンプファイヤーで、長岡小の人と仲良くすることができました。ウォークラリーでは、

道に迷いかけたけど仲間とともに助け合い、無事に帰ってこれました。（吉川侑吾さん）

クラス全員で協力してカレーが作れました。私はまき係で、運ぶのが重かったけど、おいし

いカレーが作れたからうれしかったです。（吉川恋々蓮さん）

ウォークラリーで協力できました。特に、班の子が転んでしまった時に、助け合いながらゴ

ールできたことがよかったです。仲を深められたと思います。（安田のあんさん） ファイヤーに点火

協力して火起こし


